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はじめに

母なる淀川にはぐくまれた沃野・三島の地は、歴史の舞台として、それぞれ

の時代に輝きを放ってきました。とくに、古代国家の揺藍期ともいえる古墳時

代においては、継体大王の陵といわれる史跡今城琢古墳をはじめとする数多く

の古墳が点在し、国としての体制が整っていく段階で大きな役割を果たしてい

たことが偲ばれます。

その意味におきまして、これらの古墳は、悠久の歴史を語る「証人」であり、

郷上の貴重な文化財として後世に伝えなくてはなりません。

このたび、そうした文化財の一つである闘鶏山古墳の確認調査を実施したと

ころ、 4世紀前半につくられた、全長約86mの前方後円墳であることがわかり

ました。しかも、良好な状態で保存された 2基の石室とともに、三角縁神獣鏡

などの副葬品が、埋葬当時そのままの状態でみつかりました。このように、未

盗掘の状態で発見される例は大変珍しく、画期的な発見となりました。

高槻市では、この貴重な闘鶏山古墳を恒久的に保存するため、学識経験者及

び関係機関等からなる調査検討委員会を組織し、今後の保存・整備を念頭にお

いた本格的な調査に取り組んでいく考えであります。

今回、闘鶏山古墳の第 1次調査結果をとりまとめ、刊行することといたしま

した。ひろく活用していただければ幸いです。

最後になりましたが、本古墳の調査・保存にあたりまして、ご指導、ご助言

をいただいた、文化庁 。大阪府・奈良文化財研究所をはじめといたします関係

各位に感謝申し上げます。

平成14年 7月

高槻市枚育委員会

教育長 立 石 博 幸



例 ロ

1.本書は、大阪府高槻市氷室町六丁目1番3地内に所在する聞鶏山古墳でおこなった第 1次調査

(試掘調査及び確認調査)の概要報告書である。

2,調査は、高槻市教育委員会文化財課長 冨成哲也、同課副主幹兼埋蔵文化財調査センター所長
森田克行の指導のもと、高槻市教育委員会文化財課がおこなった。

3.試掘調査は平成14年 1月 17日 から3月 5日 まで、文化財課主査 橋本久和を担当者としておこな
い、文化財専門員 木曽 広が補佐した。確認調査は平成14年度国庫補助事業として同埋蔵文化
財調査センター技術吏員 高橋公―が担当し、平成14年4月 8日 から開始した。文化財専門員 西
村恵祥はこれを補佐した。

4.フ ァイバースコープによる各主体部の調査は、独立行政法人文化財研究所 奈良文化財研究所
埋蔵文化財センター センター長 沢田正昭氏、同保存修復科学研究室長 肥塚隆保氏、同主任
研究官 高妻洋成氏、同嘱託 辻本与志一氏の協力を得て実施し、調査成果の提供を受けた。
5。 地中レーダー探査については、独立行政法人文化財研究所 奈良文化財研究所 埋蔵文化財セ
ンター 遺跡調査技術研究室長 西村 康氏に依頼し、調査成果の検討ならびに成果を賜った。
6.本書の編集は高橋がおこない、西村が補佐した。また、遺構・遺物写真の撮影は、文化財専門

員 清水良真が担当した。
7.調査において、以下の方々の参加を得た。

廣瀬 覚、櫻井拓馬、古チII 匠、田中元浩、柏田有香、田中理絵、田中智子、森下智恵、石井
里英 (以上立命館大学)、 林 正憲、和田 一之輔 (以上大阪大学)、 溝渕真紀、佐伯めぐみ、
佃 有紀                                  .
8.調査中は以下の方々及び機関の指導、教示をいただいた。記して感謝いたします。

石野博信、岡村道雄、岸本直文、黒崎 直、坂井秀弥、原口正三、福永伸哉、町田 章、水野
正好、本中 真、脇田 修、和田晴吾、文化庁、独立行政法人文化財研究所 奈良文化財研究
所、大阪府教育委員会
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第 1章 位置と環境

1 闘鶏山古墳の位置と現況

高槻市は、大阪の北郊にあり、淀川が形成した肥沃な二島平野の中央部に位置する。市域の

南半は沖積平野が広がるのに対して、北半は丹波山地から連なる北根山塊がせまり、その南縁

には大阪層群によって形成された丘陵がめぐる。高槻丘陵と呼ばれるこの丘陵は、市域中央を

南流する芥川によって分断され、西側を奈佐原丘陵と呼び、その先端部には富田台地が南方へ

突出する。

闘鶏山古墳は高槻市氷室町六丁目にあり、奈佐原丘陵西半部の最も東の尾根の先端に立地し、

北西から延びてきた尾根筋が南西側に向かう屈曲部の南に位置する南向きの前方後円墳であ

る。後円部墳頂の標高は約84.5m、 前方部頂部の標高は約79,6mを測り、前方部の南には東西

約10m、 南北約15mの範囲で土壇状の高まりがみられる。

尾根の東斜面は、裾付近で昭和30年代に3戸の住宅が建設され、墳丘上にも高架水槽の埋設

が部分的におこなわれた。また、前方部にはかつて小屋状の建物も建てられていた。しかし現

在は人を寄せ付けないほど樹木が繁茂し、高層マンション等で改変された西斜面とは対照的に、

自然地形を良く残している。

闘鶏山古墳は、早くからその存在が指摘され、葺石も散見されていた。しかし、埴輪が認め

られないことなど、古墳としての実態がつかめないまま、現在に至った。

2 闘鶏山古墳と周辺の追跡 (図 1)

高槻市域の遺跡は、大半が北部の丘陵部とそれに違なる低位段丘上に展開するが、東を芥川、

西を安威川に挟まれた地域は特に分布密度が高く、重要な遺跡が展開する。闘鶏山古墳はその

範囲の中央付近に位置する。

芥川西岸の低位段丘に位置する郡家今城遺跡や津之江南遺跡や、安威川流域の塚原遺跡では、

後期十日石器時代のキャンプ地が検出されている。縄文時代の遺跡は数少なく、わずかに後期の

宮田遺跡で、落ち込み等の遺構を検出している程度である。

弥生時代では、大蔵司遺跡や郡家川西遺跡 (嶋上郡衡下層)な どで集落が営まれる。特に芥

川西岸の郡家川西遺跡では、弥生時代終末から古墳時代初頭に大規模な集落が繁栄する。

古墳時代前期には、こうした芥川流域の勢力の首長墓として、谷を挟んだ東側の奈佐原丘陵

東半部の尾根上に弁天山古墳群が築かれる。岡本山古墳から弁天山古墳、弁天山Cl号墳を経

て、丘陵裾部の郡家車塚古墳、前塚古墳にいたる一連の築造順序と分布形態は、前期から中期

にかけての首長系譜を示すものとされる。そして、その北側には、芥川中流域の大蔵司遺跡・

宮之川原遺跡等を基盤とする中期の墓谷古墳群、尼ヶ谷古墳群がみられる。一方、この時期の

奈佐原丘陵西半部から安威川に向かう段丘上には、全長226mの 前方後円墳である太田茶臼山

古墳が築かれるのをはじめ、番山古墳、石塚古墳、土保山古墳などが展開する。これを契機と



して、闘鶏山古墳の西側段丘上に、大規模な埴輪窯 (新池埴輪製作遺跡)が開かれるなど、三

島地域での王権の再編がうかがえる。

後期では、今城塚古墳が特筆される。二重の濠を備える墳丘長190mの前方後円墳で、近年

内堤の埴輪祭所E区の状況が明らかとなりつつあり、真の継体陵である可能性が高まっている。

安威川流域東岸に展開する塚原古墳群は、横穴式石室を内部主体とする群集墳で、総数はお

よそ110基を数え、古墳が分布する斜面の最高所には、終末期の古墳である阿武山古墳が位置

し、藤原鎌足墓と推定されている。

この地域は、各時期の古墳が数多く築かれ、三島地域の中で古墳が密集して分布する地域で

ある。これらの古墳は、東方の安満宮山古墳とともに一括して三島古墳群として捉えられ、 4

世紀前半の築造と推定される闘鶏山古墳は、三島古墳群成立の段階において、きわめて重要な

位置を占めていたと考えられる。

1 闘鶏山古墳    12安 成追跡        23大 田茶臼山古墳培塚      34大 蔵司遺跡    45上 野遺跡
2 闘鶏野神社    13耳 原追跡        24太 田茶臼山古墳 (継体天皇陵) 35弁 天山古墳群   46芥川廃寺瓦窯跡
3 闘鶏山A-1号墳  14史跡新池埴輪製作遺跡  25大 田北追跡          36岡 本山古墳    47郡 家本町遺跡
4片 ヶ谷古墳群   15上土室遺跡       26太 田廃寺           37弁 天山古墳    48狐 塚古墳群
5桑原古墳群    16番 山古墳        27太 田遺跡           38弁 天山Cl号墳  49史跡今城塚古墳
6史跡阿武山古墳  17土室遺跡        28大 田城跡           39岡 本山古墳群   50芥 川廃寺
7塚原古墳群    18石 塚古墳        29殿 岡神社古墳         40郡 家車塚古墳   51史跡嶋上郡衛跡
8塚原遺跡     19土 保山古墳       30墓 谷古墳群          41上 氷室追跡    52'II西古墳群
9 安威古墳群    20二 子山古墳       31唐 井谷古墳群         42前 塚古墳     53郡 家今城遺跡
10安威砦跡     21高 樋古墳        32宮 之川原遺跡         43ツ ゲノ遺跡    54宮 田遺跡
11安威競跡     22石 山古墳        33尼 ヶ谷古墳群         44氷 室遺跡

|

図 1 闘鶏山古墳と周辺の遺跡



第 2章 調査の経緯と経過

1 調査の経緯

平成13年 5月 、闘鶏山古墳が立地する尾根の東斜面一帯を含む高槻市氷室町六丁目地内にお

いて宅地開発が計画され、高槻市教育委員会と開発者との間で、事前協議が継続的におこなわ

れた。そして市教委は、 9月 5日の現地立会で、墳丘状の高まりは確認できるものの、現状で

は古墳としての把握が困難であるため、試掘調査の必要性を指導し、12月 14日 に受理した試掘

調査願にもとづき、平成14年 1月 17日 から調査をおこなった。

2 試掘調査 (図 2)

斜面周辺部の調査は、繁茂する樹木によって限定的となったが、一部に葺石を確認するとと

もに、墳丘の遺存状況も比較的良好であることが推察できた。

一方、後円部墳頂とみられる最も高い位置の地表面には埴輪等が全くみられなかったため、

調査区 (0ト レンチ)を設定して検出作業をおこなったが、遺構・遺物は発見できなかった。

そこで、さらに掘り下げると、地表下約0,9mで淡青灰色粘土に覆われた板石群が出上し、竪京

式石室の存在が確認された (1月 23日 )。 また、この石室が墳丘の西に偏っていることから、

東側を拡張・掘り下げると、そこから東約 5m、 地表下約 2mの地点で淡青灰色粘土に覆われ

た、もう一つの竪穴式石室の存在を確認した (1月 25日 )。 そして石室内部の状況把握のため、

奈良文化財研究所の協力を得て実施したファイバースコープ調査では、東石室には銅鏡をはじ

めとした副葬品や遺骸などが存在すること、西石室には木棺が良好に遺存していることなどが

判明した (1月 28日 )。 このことから両石室は埋葬当時のまま保存されていると判断され、闘

鶏山古墳には未盗掘の竪穴式石室が 2基並んで存在することが判明した。

高槻市教育委員会ではこの調査成果の重要

性を踏まえて、闘鶏山古墳の保存にむけ、開

発者や文化庁ほか関係機関等との協議を継続

的におこなった。そして、平成14年度事業と

してあらためて確認調査を実施することとし、

0ト レンチは石室上面に保護粘上を貼り、埋

め戻した (3月 5日 )。 なお、両石室の位置

付けについては、東石室を、墳丘の中央に位

置することから第 1主体、最初に発見した西

石室を第 2主体とした。

3 確認調査 (図 2)

試掘調査の結果、南向きの前方後円墳である

期 日 調査の経過

1・ 17 調査開始 葺石確認
23 後円部項部西寄りで竪穴式石室検出 (第 2主体)

25 後円部頂部中央で竪穴式石室検出 (第 1主体)

28 ファイバースコープ調査実施

30 石室上面実測作業

31 福永伸哉氏来跡

2・ 20 文化庁 坂井秀弥調査官視察
第 1主体内部写真撮影

25 第 2主体内部写真撮影

26 石室上面に保護粘土を貼付して埋め戻し開始

3・ 5 埋め戻し完了

試掘調査日程表

ことがほぼ確定したことから、確認調査は規



模・形状等、古墳の基本的なデータを得る目的で、平成14年 4月 8日 から実施 した。同時に、

伐採作業を進めながら地形測量を並行しておこなった。また、後円部頂部・前方部・地形測量

によって確認した土壇状遺構において、地中レーダー探査を奈良文化財研究所の協力を得て実

施した (4月 10日 )。

調査は、後円部に 4ヶ所 (1～ 4ト レンチ)、 前方部に 3ヶ所 (5～ 7ト レンチ)の調査区

を設定しておこない、土壇状遺構にも調査区 (8ト レンチ)を設定した。

調査の結果、闘鶏山古墳は全長86.4mの前方後円墳で、後円部は 3段ないし2段、前方部は

2段の築成をもち、外表施設として葺石を備えるが、埴輪をもたないことなどが判明した。

また再発掘した 0ト レンチと後円部東側の 2ト レンチと接続させ、第 1主体の被覆粘上の広が

りを確認するとともに、第 1主体墓娠の東側の一部を検出した。さらに第 1主体と第 2主体の

新旧関係も土層観察によって把握することができた。

試掘調査および第 1次確認調査の成果を、 6月 12日 に報道発表をおこなうとともに、 6月 16

日に地元近隣に向けての現地公開、 6月 22・ 23日 に現地説明会をおこなった。

期  日

調 査 の 経 過

後 円 部 前 方 部 土壇状遺構
地形測量

0ト レンチ 1ト レンチ 2ト レンチ 3ト レンチ 4ト レンチ 5ト レンチ 6ト レンチ 7ト レンチ 8ト レンチ

4月 8日
,

12日

検出作業 検出作業 検出作業 検出作業 検出作業 検出作業

15日

,

19日

日

　

日

一部拡張 一部拡張 影

測

測

撮

実

実

真

面

石

写

平

葺

写真撮影

平面実測

葺石実測

検出作業 検出作業

則量準備作謀

日

　

日月

写真撮影

写真撮影

土器出土状瀕

実測

影

測

測

撮

実

実

真

面

石

写

平

葺

土層実測

7日

,

11ロ

再発掘開始

測

測

実

実

面

石

更
下
　
昔
耳

平面実測 影

測

撮

実

首
六

面

写

平

レベル測量

土層実測

レベル測量

居部断ち割り

写真撮影

レベル測量 前方部平坦�

の掘り下げ

斜画部撮影

日

　

日

土層観察 葺石実測 土層実測 �方部平坦部

の掘り下げ

葺石実測

影

測

測

撮

実

実

真

面

層

写

平

土 測量作業

日

　

日

写真撮影

土層実測 土層実測

土層実測

レベル測量

葺石実測

前方部平退部

の掘り下げ

土層実測

葺石実測

日

　

日

土層写真撮影

レベル測量 葺石実測補足

レベル測量 足

足

補

補

測

測

実

実

層

面

土

平

土層実測補足 土層実演1補足

レベル測量

平坦部撮影

6月 3日
,

7日

土層実測補足 レベル測量

レベル測量

レベル測量

平坦部拡張

レベル測量

6月 10日

;

23日 22日 、23日 は現地説明

24日

,

7月 15日

埋め戻し 埋め戻し 埋め戻し 埋め戻し 埋め戻し 埋め戻し 埋め戻し 土層実測

写真撮影

埋め戻し

埋め戻し

確認調査日程表



配

悧
い

羽

ク

/~~   ω硼
図 2 第 1次調査 トレンチ配置図



第 3章 調査成果

1 埋葬施設

0ト レンチは後円部墳頂に設定した束西方向の調査区で、全長6.5m、 幅1.5mで ある。東西

に並行する2基の埋葬施設の一部を検出し、ファイバースコープ調査で石室内部の状況を把握

した。また、0ト レンチの東側に接続した 2ト レンチで、第 1主体被覆粘土の広がりを検出し、

さらに墓羨の一部を確認した。

第 1主体 (図 3・ 7、 図版2～4・ 6a)

後円部中央に位置する南北方向の軸をもつ竪穴式石室で、墳頂下約 2mで石室上面の被覆粘

土を検出し、一部を掘り下げて天丼石を確認した。石室内の状況もファイバースコープ調査で

概略が明らかとなり、さらに墓羨の一部も検出した。

被覆粘土は、直径10cm前後の礫を混入する淡青灰色～淡褐色を呈する粘上で、石室上面を

0。 1～ 0。15mの厚さで覆う。粘土上面は曲面を呈し、天丼石直上付近を頂部として主に東西方向

に傾斜し、北側への傾斜も看取できることから、検出したのは南北軸をもつ石室の北端付近で

あると判断できる。粘土項部の標高は82.3m、 東西幅約 3m分を確認している。

天丼石は、長さ50～ 90cm、 幅30cm程度の緑泥片岩の板石を不規則に据える。板石の西辺に

は西側壁の裏込めとみられる直径10cm程度の礫が密集する。

石室内は空間として遺存しており、石室側壁は板石の小日積みで持ち送りが強く、壁面が内

傾する構造である。断面U字形の構床が良好に残り、棺床上面では北側から三角縁神獣鏡 2面、

方格規矩四神鏡 1面、石製腕飾り (鍬形石)、 さらに奥 (南)側に北頭位の朱が付着した頭蓋

骨 。鉄刀などが確認できた。

墓羨は、被覆粘上の頂部から東約 5mの位置で一部を検出した。墓羨は後円部東側第 3段テ

ラスの標高83.4mの位置を肩部として、傾斜角約43度で掘削する。墓羨の東西幅は、検出した

東肩部を参考に、天丼石中央付近で折り返すと、10m前後と考えることが可能である。墓羨埋

土は、被覆粘土上面から標高83,6mま での約1.3～ 1.4mにわたってみられ、内傾する厚さ5～

30cmの比較的薄い土層で墓羨を埋める。また、その上部の墳項部までの約0。7mの土層は、後

述のように第 2主体構築後の盛上であると判断され、この盛土によって第 1主体は、墳頂下約

2mに位置することになったと推察される。

第 2主体 (図 3・ 7、 図版2・ 5・ 6b)

後田部のやや西寄りに位置する竪穴式石室で、南北方向の軸をもつ。墳頂下約0.9mで被覆粘

上を検出し、一部を断ち割って天丼石、東側壁裏込め石等を確認した。また、ファイバースコ

ープ調査で石室内の状況も把握でき、さらに墓羨を上層断面で確認した。

被覆粘土は、淡青灰色～淡褐色を呈する粘土で約0。lmの厚さで石室上面を覆う。現状では東

西幅約2.7m分を検出している。粘土上面は東西方向に沈む曲面を呈し、天丼石直上の頂部では

標高83.3m、 最も低い東側壁裏込め石付近では82。95mを測る。
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天丼石は長さ約80cm、 幅20cm以上の緑泥片岩の板石を主体とし、石英斑岩もみられ、上面

には一辺10～30cmの板石を据えて隙間を覆う。

側壁裏込め石は直径20～ 40cmのやや大ぶりな石が目立ち、10cm程度の礫もみられる。最も

高い位置の石の上半部を除き、大半は被覆粘上に覆われる。

石室内は空間として遺存し、板石を小口積みした直立する壁面の構造や、断面U字形の棺床

のほか、棺床上面には割竹形本棺などの遺物が認められた。特に割竹形本棺は、天丼石検出部

直下で側板の一部が直立し、さらに南小日板が内側に転倒した状態で良好に残存している状況

が確認できた。このことから検出した部分は石室の南小日付近と判明した。

墓羨は 0ト レンチ壁面上層の観察によって東側の一部を確認した。墓羨は東側壁裏込め石か

ら東約0。7m、 標高83.5m付近を肩部として、裏込め石下端方向に傾斜角約60度で掘り込む。標

高82.8mま で確認できたが底部は不明であるc墓羨埋土はおおむね水平方向で、下層では被覆

粘土の曲面を反映し、やや外傾する。墓壊東西幅は不明だが、検出した東側肩部を参考とすれ

ば、4m程度とみることができる。この値は、後述の地中レーダー探査によって得られた南北

約 9m、 東西約 4mと いう数値と一致する。

ところで、第 2主体墓羨は第 1主体墓羨埋上を切り込んでおり、第 2主体が後出であること

を確認した。また、第 2主体墓羨肩部と墳頂部の比高差は約0。5～ 0。7mあ り、この部分は第 2

主体墓羨埋め立て後の盛土と考えられ、墓羨埋上部分と盛土部分に連続性が認められることか

ら、当初から墓羨の埋め立てと盛土を一連の作業としておこなっていたと推測することができ

る。このことは、墓羨肩部と被覆粘土項部の比高差は約0,1～ 0.2mで、竪穴式石室の墓羨と石

室の関係としては浅いが、盛土後の墳頂部からは約0。9mと一定の深度となることからも妥当と

半J断できる。

なお、この盛土は前述のように第 1主体上面にもおよび、さらに後述の墳項の壇状の最上部

を形成する。

小 結

後円部で検出したほぼ東西に並行する2基の竪穴式石室は、どちらも南北に軸をもち、遺存

状況が良好である。現時点では未盗掘であると判断され、大変貴重な発見といえる。そして、

2基のうち、第 1主体が後円部の中央部に位置し、先行して構築されていること、さらに墓羨

規模が大きいことから、闘鶏山古墳の中心的な埋葬施設であると推察される。両石室にみられ

る墓羨規模の差や石室構造の違いは、一定の時間の経過を示すとともに、第 2主体被葬者の第

1主体被葬者に対する位置付けを反映しているとみられる。



2 後円部

1ト レンチ (図 4・ 5、 図版7)

後円部北側の想定主軸に設定した調査区である。全長31.2m、 幅 lmで、一部を幅 2mに拡

幅した。斜面の傾斜変換点や葺石の状況などによって、 3つの段 (下から第 1。 第 2。 第 3)

の斜面とテラス、さらに上方に位置する最上部を検出した。

第 1段斜面は、標高78.9mの地山の立ち上がりを裾部とし、標高79,2mの までの斜面で、斜

面長は2.2m、 傾斜角度は約 8度である。葺石は拳大の石を使用し、残存状況は悪く、基底石も

検出できなかった。第 1段テラスは斜面上端から墳丘側に比高差0。lm程度立ち上がる傾斜がみ

られ、幅は約1.lmを測る。

第 2段斜面は、標高79。3mか ら80.44mま での斜面で、斜面長は4.6m、 傾斜角度は約12度であ

る。人頭大から拳大の葺石がみられる。斜面上端の第 2段テラスは幅約0.85mである。

第 3段斜面は、標高80.44mか ら83.5mま での斜面で、葺石が基底石から上方約 2mの範囲で

良好に検出できた他、上端付近で一部を検出した。基底石は長辺20～40cm程度のひときわ大

きな石を横方向に据える。基底石の上方約1.Omでは一辺15～ 20cmの 人頭大の石を積み重ね、

さらに上方では拳大の石となる。斜面長は8.3m、 傾斜角度は下半部で約21度、中位で約27度、

上半部で約21度である。斜面上端の第 3段テラスは幅1.lmで、最上部に移行する。

最上部は標高83.5mか ら84.4mの斜面をなす壇状の高まりで、第 2主体構築後の盛上によっ

て形成され、後円部墳項となる。葺石はみられず、斜面長は3.8m、 傾斜角度は12度を測る。

2ト レンチ (図 6・ 7、 図版8)

後円部東側に想定主軸に直交する方向に設定した調査区で、西端は 0ト レンチと直結する。

全長は39,3m、 幅1.Omである。墳頂下部で検出した第 1主体関連の遺構の他、 3つの段の斜面

とテラス、さらに最上部を検出した。

第 1段斜面は、標高74.7mの地山の立ち上がりを裾部とし、標高76.2mま での斜面で、地山

を削り出して成形する。斜面長は4.8m、 傾斜角は約17度である。葺石の流失が激しく、標高

75,3～ 76.Omの約2.2mの範囲で、ややまとまって検出した他は、散発的に残存し、基底石も検

出できなかった。斜面上端の標高76.2mの傾斜変換点は、第 1段テラスの痕跡と理解できる。

第 2段斜面は、標高76.2mか ら78.6mま での斜面で、斜面長は4.9m、 斜面角度は約26度であ

る。下段斜面同様に地山を削り出して成形し、葺石の残りは悪い。斜面上端の第 2段テラスは、

地山を削り出した後に盛上をおこなっており、第 2段斜面上半部以上は盛土で成形する。墳丘

側に比高差約0。3m立ち上がる緩い傾斜がみられ、幅は1.8mを測る。

第 3段斜面は、標高78,9mか ら83.Omま での斜面で、標高79。3か ら80。9mの約3,7m間でややま

とまって葺石を検出した。葺石は拳大の礫を主に20cmを越える石も混じるが、基底石は検出

できなかった。斜面長は10。 2m、 傾斜角度は斜面下半の葺石面で27度、斜面中位で24度、上半

で15度である。斜面上端の第 3段テラスは幅約1.3m、 比高差約0。lmで緩く傾斜しつつ上がり、

最上部に移行する。
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図 5 1ト レンチ第 3段葺石平面図・立面図・断面図

11



◇
穐

（〇
∞
ヽ
ｒ）

「

旧

旧

旧

旧

旧

旧

旧

円

旧

旧

―

旧

旧

旧

■

ＣＥ
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

論

図6 2ト レンチ第 3段葺石平面図・立面図・断面図



匡コ 表土・流土

睡翻 第2主体埋土・盛土

饉鰯 第1主体埋土

陽囲 被覆粘土

区コ 墳丘盛土

厖物 地山
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図 7 0ト レンチ及び 2ト レンチ平面図・土層図
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壇状の最上部東斜面は、標高83.lmか ら84.4mで 、傾斜角度12度で、斜面長は6.Omで ある。

葺石等はみられない。

遺物としては、上段斜面上面の流失土から土師器壺形土器の破片が出上した。

3ト レンチ (図 9、 図版9)

後円部東側で、想定主軸に直交する方向に設定した調査区で、東端は 0ト レンチと直結する。

全長は18.Om、 幅1.Omである。第 2段斜面以下は調査区外となり、第 2段テラス、第 3段、最

上部を検出した。

第 2段テラスは標高80.4mに位置する平坦面で、約1.Om分 を検出したが、西側は調査区外で、

幅は確定できない。地山を削り出して成形しており、テラスより下方の斜面も地山成形による

ものと推察できる。テラスでは、ピット状遺構を検出した。平面形は、直径0.26～0.28mの 円

形を呈し、深さは0。3mを測る。この上層には流失土や転落石が堆積していたことから、この遺

構は古墳に伴うものと判断できる。埋土中には木質等はみられなかった。

第 3段斜面は、標高80.4mか ら83.7mま での斜面で、盛上で成形する。基底石は検出できた

が、大半の葺石が流失していた。基底石は長辺40cm以上の石や、長径約30cmの長円礫などを

使用し、横方向に並べる。斜面長は9。 4m、 傾斜角度は斜面下半で約27度、中位で約21度、上半

で約14度である。上端の第 3段テラスは長さ約0。7mで最上部に移行する。

最上部は、標高83.7mか ら84.4mま での斜面長3.4m、 傾斜角度12度の斜面を経て墳頂平坦部

移行する壇状を呈し、墳頂部で小礫群を検出した。小礫群は、第 2主体の直上に位置する直径

8cm以下の礫群で、東西幅は0.8mを測り、約1.4m分を確認し、更に南北側に広がるとみられ

る。位置的関係から第 2主体埋設後の墳丘外表施設とも考えられるが、これに伴う遺物がなく

時代が特定できないため、後世のものである可能性も残る。

遺物としては、第 2段平坦面に堆積した流失土中から土師器壷形土器片がややまとまって出

ヽ
ヽ

¶

/吻捌|

図 8 各 トレンチ出土遺物実測図

1・ 2:3ト レンチ

6:7ト レンチ

0               10cm

(1/4)



辞再華章露

3ト レンチ平面図・土層図
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上したが、原位置をとどめるものではなく、墳丘上方から転落、堆積したものとみられる (図

8、 図版 9b。 13b)。

1は二重口縁壷形土器で、大きく外反する二次口縁 (1‐ 1)を もち、一次口縁受部は段を

もたず、外面は稜線状に残る程度である。頚部 (1‐ 2)は内傾した後、外反しながら立ち上

がる。全体に磨滅が著しい。淡褐色を呈する。

2も 二重口縁壷形土器で、一次口縁受部の外面は段を成し、内面も緩く屈曲する (2‐ 1)。

頚部 (2‐ 2)は外傾しつつ立ち上がる。外面はタテハケの後ナデを施す。全体に磨滅が著し

いが、内外面に赤色顔料がみられる。淡褐色を呈する。

3。 4・ 5は壷形土器体部の破片で、内面はケズリを施し、外面はハケによる調整の後、赤

色顔料を塗布する。いずれも淡褐色である。

4ト レンチ (図 10・ 11、 図版10)

後円部北西側で、想定主軸から45度の方向に設定した調査区である。全長■.2m、 幅1.Omで、

平坦面を介して上方・下方の斜面を検出したが、下方斜面の標高、規模等が 1ト レンチの第 2

段斜面と共通性があることから、下方斜面を第 2段、上方斜面を第 3段として扱う。

第 2段斜面は標高79.6～ 79.7mを裾部とし、標高80.6mま で立ち上がる。この裾部の標高は、

この トレンチで最も低い。古墳の北北西側から延びる尾根の地山面はトレンチ北西端で標高

80.2mで あることから、地山を尾根筋と直交する方向で切断して成形し、古墳裾部としたもの

と考えられる。したがって、古墳北西側においては、第 1段は存在しないこととなる。斜面長

は4.7m、 傾斜角度は上半で■度、下半で17度である。上半の葺石は流失が激しかったが、基底

石から約1.2mの範囲では、比較的良好に検出できた。葺石は全般に直径10cm前後と小さく、

基底石も長径20cm程度の長円礫を横方向に据える。上端の第 2段テラスは、幅1.2mを測り、

墳丘側に若千立ち上がる。

第 3段斜面は、標高80。7mか ら立ち上がる斜面で、約0.9m分 を検出した。この部分の葺石は

良好に残存しており、基底石も確認できた。基底石は長径約40cm、 短径約20cmの石を横方向

に置き、その上方を一辺20cm前後の石の小日を傾斜面に揃えて積み上げる。葺石面の傾斜角

度は36度である。

小 結

4ヶ所の調査区により、後円部の概略が半J明 した。

まず、 1ト レンチ (後円部北側)と 2ト レンチ (東側)で、墳丘裾部を検出し、規模確定の

端緒を得た。第 1主体の位置を中心とすると、後円部の半径は北側で約25m、 東側で約30mと

なり、東側に張り出した円弧となる。

1・ 2ト レンチでは第 1～第 3段の 3段、 4ト レンチでは第 2。 第 3段の 2段の築成がみら

れ、北西側では第 1段が存在しない。この点を今一度触れておくと、 4ト レンチの第 2段裾部

の標高は79.6mで あるのに対して、 1ト レンチで検出した第 1段テラスは79.2～ 79。3mである。

4ト レンチの第 2段裾部が高い位置にあることから、第 1段は 1。 4ト レンチ間でいわゆる三

17
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図■ 4ト レンチ葺石平面図・立面図・断面図

日月形を呈して消滅していくと推測できる。 4ト レンチの位置する北西部は尾根筋を直交方向

に切り下げて墳丘を形成しており、この切り下げの浅さが、第 1段消滅の原因と考えられる。

第 2段以下では、同一の段においても1ト レンチよりも2ト レンチが低い位置となる。墳丘

の裾部では4.2mの高低差がある。これは、もともと尾根筋に位置する標高の高い古墳北側に対

して、下る斜面に位置する古墳東側という、地形的な制約が、はからずも古墳に反映されたも

のと解される。

第 3段の上面に位置する壇状の最上部は、南側を除く3方向で確認され、平面形は判然とし

ないが、東西幅16.5mと 判明した。 1～ 3ト レンチの所見と0ト レンチの土層観察によると、

第 3段テラス上面は第 1主体の埋土上面に対おし、最上部は第 2主体構築後の盛上で形成して

いることが判明した。したがって、第 1主体構築時にすでに存在した第 3段以下の墳丘と、第

2主体構築後に形成された最上部には、一定の時期差が考えられる。

外表施設としては、墳丘斜面に葺石を施している。一方で、埴輪は全く出土しなかった。ま

た、 3ト レンチ第 2段テラスでは樹立物等の掘形とも想定されるピット状遺構を検出した。

2ト レンチ第3段斜面及び 3ト レンチ第 2段テラスで、土師器壼形土器が出上した。いずれ

も墳丘流出土からから出土しており、細片で完形に復元できるものは無かった。これらの土器

は布留式前半に相当する様相を示している。

19



3 前方部

5ト レンチ (図 12、 図版1la)

前方部東側斜面に設定した調査区で、全長15.Om、 幅 lmである。2つの段 (下から第 1段、

第 2段)の斜面とテラスを検出した。

第 1段斜面は、標高76。 lmの地山の傾斜変換点を裾とし、77.4mま で立ち上がる斜面で、斜

面長は3.3m、 傾斜角度は下半で16度、上半で27度である。大半の葺石が流失しており、基底石

も検出できなかった。上端の第 1段テラスは幅1.8mで、盛土で成形する。

第 2段斜面は標高77.4mか ら79。5mの前方部墳頂までの斜面で、盛上で成形する。斜面長は

6.5m、 傾斜角度は下半で26度、上半は16度である。葺石は中位から上方において流失が激しく、

下端部分の約1.5mの範囲で検出し、基底石は断面で確認した。葺石は一辺 5cm～ 20cmま での

石を小口面を傾斜面に揃えて積み上げる一方、長辺20cm程度の長方形の石を横位置に積む部

分もみられる。

6ト レンチ (図 13・ 14、 図版1lb)

前方部南側前端部に設定した調査区で、全長は13.Om、 幅1.Omである。 2つの段の斜面・テ

ラスを検出した。

第 1段斜面は、標高75.82mの葺石基底石下端を墳丘南裾部として、標高77。3mまで立ち上が

る斜面で、斜面長は3.3m、 傾斜角度は25度である。斜面中位から上半では、大半の葺石が流失

し、基底石から0.6mの範囲でのみ、原位置で検出できた。長辺20cm程の基底石上に、一辺約

10cmの小礫を、小日面を斜面に揃えて積み上げる。第 1段テラスは斜面上端から墳丘側に向

けて比高差約0,15m立ち上がる緩い斜面で、幅は1.5mを測り、盛土で成形する。

第 2段斜面は盛土で成形した標高77.45mか ら78。9mまでの斜面で、上端は前方部墳項のやや

下となる。斜面長は2.6m、 傾斜角度は下半部では27度、上半部は9度である。葺石は、基底石

から約lmについて原位置で検出できた、一辺20cmま での角礫を主体とし、やや大振りな石を

横方向に並べた基底石の上方に、不規則に積み上げる。

7ト レンチ (図 14・ 15、 図版12・ 13a)

前方部墳頂から西側斜面に設定した調査区で、全長19。 2m、 幅1.Omである。斜面部では第 1

段斜面下半は調査区外となり、それ以上の第 1段斜面 。平坦面、第 2段斜面を検出し、墳項平

坦面では地表下2.Omま で掘り下げて盛土の状況を確認した。

第 1段斜面は標高77.35mまでの斜面で、上半の約 2mを断面で確認した。上端のテラスの幅

は1,4m前後であり、盛土で成形する。

第 2段斜面は標高77。35mか ら79.5mの前方部墳頂までの斜面で、盛土で成形する。斜面長は

7.6m、 傾斜角度は下半の葺石面で34度、中位で17度、上半で 7度である。葺石は中位から上方

において流失が激しく、下端部分の約1.Omの範囲でまとまって検出した。葺石は一辺15cm程

度の石を主体とし、長辺30cm前後の基底石の上方に積み上げる。

墳頂平坦部では、標高77.8か ら78,Omの地山上に、前方部を形成する厚さ約1.5mの盛土が認

20
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図14 6ト レンチ及び 7ト レンチ葺石平面図・立面図・断面図
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図15 7ト レンチ平面図・土層図

められた。この盛土は東側と西側で様相が大きく異なっている。東側の盛土は、下半0。 5mは東

側に傾斜する厚さ0.2m以下の小規模な土層が連続してみられ、中位から上方では0。2～ 0.4mの

一定の厚さの水平方向の土層となる。西側の盛土は、西方に傾斜する厚さ0.3m以下の細かい土

層により、下から約1.lmの位置で一旦平坦面を形成する。上方の0,4mの層は、西寄りの第 2

段斜面にかかる部分では、厚さ約0.2m以下の不規則な層がみられ、中央寄りでは水平方向の土

層となる。東側盛土と西側盛土の境には、東側盛上の西斜面を一旦削って形成されたとみられ

る約50度の角度で西方に傾斜する界面が観察でき、前方部東半部が先行して構築され、西半部
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がその後に築かれたとみられる。

なお、現在前方部項部はおおむね標高79。5mの平坦面を呈しているが、前端部付近は若子の

傾斜が想定され、築造当初の項部の形態や標高、及び盛上の厚みについては検討を要する。

遺物としては第 2段斜面葺石上面の流失土から、土師器壷形土器片が出土した (図 8、 図版

13b)。 6は、二重口縁壷形土器の口縁部から体部上半で、一次口縁の受部があまり明瞭でなく、

頚部は直立する。球形の体部内面はケズリを施す。淡褐色を呈する。

8ト レンチ (北端部)(図 16)

6ト レンチの東4mの位置に設定した調査区で、後述の土壇状遺構も南北方向に包括してお

り、全長24.4m、 幅1.Omである。 トレンチ北端部で標高76。lmの地山の傾斜変換点から立ち上

がる第 1段斜面裾部を約1.2m検出した。葺石は大半が流失し、基底石も検出できなかった。

小 結

4ヶ所の調査区によって、前方部の概略が判明した。

5ト レンチで前方部東側裾部、 6ト レンチで前方部前端裾部を検出し、またそれぞれ 2段の

築成を検出したことから、前方部東側および南側は2段築成と判明した。

前方部墳頂は若千の削平は想定されるものの、1.5mあ まりの盛土層が確認でき、この盛土層

は土の積み方の相違から東半と西半とに明確に区別でき、前方部東半部が先行して築かれたこ

とが半J明 した。

後円部と同様に斜面は葺石が施され、埴輪は出土しなかった。また、 7ト レンチ斜面流失上

から土師器壷形土器が出土した。

4 土壇状遣構

土壇状遺構は、前方部前端から約7.5mの平坦地を挟んで存在する。現況では比高差約0.8m、

規模は東西約10m、 南北約15mと みられた。東辺と西辺はおおむね直線を呈する一方、南辺は

曲線をなし、現状では平面形は確定できない。

8ト レンチ (図 16、 図版14)

8ト レンチ南半部では土壇状遺構の南北方向の規模を確定した他、土羨状遺構を検出した。

土壇状遺構の南端部は、地山を削って成形しており、標高73.8mの地点で裾部となり、壇上

の平坦面は厚さ0.2m以下の盛上がみられ、最高所の標高は75。9mを測る。一方北半では、幅約

2.5mの範囲で地山面を掘り下げており、最深部の標高は75。2mである。東西方向の広がりは不

明であるが、土壇状遺構の北側を画する性格を持つ溝状の遺構と推定できる。上壇状遺構の範

囲と判断できる南端裾部から北側清状遺構の最深部までの距離は13.8mを測る。

上羨状遺構は、土壇状の平坦部中央付近で検出した。断面が上端幅1.4m、 底幅0.8mの逆台

形を呈し、盛土層から掘り下げる。遺物等は出土していない。後述の地中レーダー探査では、

この部分に反港があり、それによると東西長は5～ 6m程度とみられ、そうした形状であると

すれば、埋葬施設の可能性が指摘できよう。
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5 地中レーダー探査

闘鶏山古墳の探査結果について

西村 康

(奈良文化財研究所 )

`よ

じめに (図 17)

今回、対象とした後円部、前方部それに南側の上壇状になった部分のすべての箇所において、

採用したのは地中レーダー探査の方法で、使用したアンテナは200MHz(60cm四 角)である。

この周波数の一般的な有効探査深度は、水田などでは1.5m前後であるが、対象地が丘陵である

ので、比較的深い層位まで探れると予定して選択したものである。測定に際しては、測線間隔

は0。 5mを原則として、一方向よリアンテナ走査した。データの収録時間は、いずれの箇所でも

100ns(ナ ノ秒)である。この時間では、電波の地中における進行速度を l nsあ たり6cmと 見

積もると、約 3mの深さまで探ったことになるが、後に述べるようにほぼ80nsす なわち2,4m程

度よりも下層では、ノイズが多い状態となっており、正確なデータとはいえない。

結果の解析には平面図をつくり判読する方法をとった。この方法では、ある一定の時間つま

り深さに対応するデータを各「断面」から取り出して平面におく。そうすると、それぞれの深

さにおける電波の反射や屈折、減衰などの平面分布を得ることができる。ここでは、300nsの

時間を201こ分割スライスしたので、見かけ上約15cm程度毎の層位で示すことになる。

後円部 (図版15a)

探査した範囲は東西17m、 南北13.5mで あるが、東南部には高架水槽があり、そこの部分は

アンテナ走査できなかった。また、東北隅部も急傾斜となり測定できていない。

平面図をみると、地表面から20nsす なわち60cm程度と思われる深さまでは、試掘 トレンチ

(0ト レンチ)のみが明瞭にみえる。測定区の中央で西南から東北へ延びる大きな反射異常が

それである。25nsよ りも深くなると、 トレンチによる異常の西端で、これと直交するように別

の反射異常がみえてくる。浅い位置にある埋葬施設が示す異常で、45ns程度の深さまで明瞭に

続く。長さが9m弱、幅は4m程度の規模と思われる。ただし、電波は石室を覆う石や粘上の

最も外側で反射しているはずであり、当然ながら石室の内法を示すものではない点に注意して

おく必要がある。

深い位置にある埋葬施設は、55nsよ りも深い層位でノイズが多いために明瞭でない。60nsま

での多数の平面を重複させた平面図で、浅い位置の埋葬施設の北西へ 6mほ ど離れた位置で、

それと平行にある反射構造を、深い位置の施設と考えた。二つの埋葬施設は互いに平行してい

ると推定する。



前方部 (図版15b)

東西南北とも13mの範囲のほぼ全域を探査した。35nsす なわち約 lm程度までの平面図をみ

ると、測定区の中央に電波の減衰する部分がある。しかし、この範囲は東と南へ広がっており、

長方形あるいは方形など完結する形態を示さない。もし、何らかの埋葬施設があるとしても、

南北 5m弱、東西幅1.5m程度と思われる。また、電波の減衰する様子からは、この施設は石造

ではないといえるだろう。

土壇状遺構 (図版15c)

東西10m、 南北12mの範囲を探査したここでの結果も、前方部における状況に類似している。

すなわち、深さ約 lm程度と思われる35ns迄の平面図で、測定区の西北部分に西北から東南へ

延びる長さ4m、 幅1.5m程の電波が減衰する範囲がある。減衰する状況からは、埋葬施設があ

るとしても、やはり石造ではないといえよう。

石または密度の大きな上が原因となっているらしい幅1.5m、 長さ4m程の反射の部分が、測

定区の東南部分にあるが、中心を外れている点や、表土層の直下から存在する状況からみて、

遺構である可能性は小さいと思われる。しかし、何らかの方法で確認しておいた方が良い地点

と指摘できる。

#T
0                                        5(

(1/1000)

図17 地中レーダー探査位置図
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第 4章 まとめ

2基の竪穴式石室を発見した試掘調査、そして古墳の規模確定を主眼においた確認調査の概

略を記した。本章では、これらの闘鶏山古墳第 1次調査で得られた成果を整理し、さらにいく

つかの視点を提示し、まとめとしたい。

1 第 1次調査の成果
。後円部北側裾部と前方部前端裾部を検出したことにより、全長は86.4mと 判明した。また、

後円部北側の半径は約25m、 東側は約30mと やや東側に張り出す形となる。

・後円部の東側と北側については3段の築成がみられるが、北西側では第 1段が消滅し、2段

築成となる。これは、古墳築造に際して、自然地形の影響を受けたためと推測される。また、

前方部は2段築成と判明した。

・後円部第 3段の上面には、壇状の最上部が認められ、その形成は第 2主体構築後におこなわ

れていることが判明し、第 3段形成時の墳頂とは一定の時期差があると考えられる。

・後円部には、ほぼ並行する南北軸の 2基の埋葬施設が存在する。どちらも、未盗掘である可

能性が極めて高い。

・後円部のほぼ中央に位置する第 1主体は、古墳の中心的な地位にある竪穴式石室で、石室は

良好に遺存し、石室内には三角縁神獣鏡 2面、方格規矩四神鏡 1面、鍬形石等の副葬品や朱

の付着した北頭位の頭蓋骨が認められた。

・後円部西寄りに位置する第 2主体も竪穴式石室で、石室が良好に遺存し、石室内には形状を

良く残す木棺を確認した。

。前方部項部では約1.5mの盛土が認められ、東側と西側で盛上の状況が異なり、前方部東半部

が先行して築かれたことが判明した。そして、東半部西斜面を一旦約50度の傾斜面として削

った後、西半部が築かれたことが判明した。

・外表施設として墳丘斜面に葺石を施す一方、埴輪は全く出土せず、埴輪を樹立しなかったと

みられる。

。後円部及び前方部の墳丘流失土から出土した土師器二重回縁壷形土器は、布留式期前半の様

相を示している。

・闘鶏山古墳の築造年代は、第 1主体内部で確認した三角縁神獣鏡、方格規矩四神鏡、鍬形石

などの推定される型式及び、埴輪を用いていないこと、さらに出土した古式土師器などによ

れば、 4世紀前半頃と推定される。

・前方部の南側に位置する土壇状遺構は、南北長13.8mと判明した。平坦部では東西長5～ 6m、

幅約1.4mの上羨状遺構を検出しており、埋葬施設の可能性もある。しかし、単独の古墳であ

るか、闘鶏山古墳に附属する施設であるかは明確でない。
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2 闘鶏山古墳をめぐるいくつかの視点

今回の調査は、古墳の規模を確定し、保存範囲と保存の方策を打ち立てるため、必要最低限の

トレンチを設定した。そのため、闘鶏山古墳の全体像を把握するには至っていない。ここでは、

調査で得られた知見をもとに、いくつかの視点を提示し、今後の闘鶏山古墳の調査・保存に資

することにしたい。

①闘鶏山古墳と闘鶏野神社

闘鶏山古墳は全長86.4mの前方後円墳であるが、このような大型の古墳がこれまで盗掘を受

けなかったことに驚きを禁じ得ない。墳形も良好に残っており、よく守られてきたという印象

がつよい。こうした祝点に立つと、古墳南東側の丘陵裾に位置する闘鶏野神社の存在が注目さ

れる。闘鶏野神社は南に広がる氷室の集落の鎮守として今でも信仰を集め、神社からみると闘

鶏山古墳はまさに奥津城にあたる。地元の古老によると、闘鶏山古墳の尾根一帯はかつては

「みやま」と呼んでいたといい、「宮山」あるいは「御山」を想起させる呼び名は、この尾根一

帯が神社のいわば神域として機能していたことを推測させ、氷室の集落とともにいきづいてき

た里山という側面もあったとみられる。闘鶏野神社の起源がどの時代まで遡るのか、現時点で

は定かではないが、古墳の所在する山が人々の生活と深く結びついていたため、今日まで保存

されてきたものとも考えられる。

②闘鶏山古墳の正面観

古墳周辺に残る自然地形をみると、古墳の南側斜面は尾根末端にあたるため急勾配を呈する

のに対し、谷部に面した東及び東南斜面は比較的緩い傾斜が広がっており、古墳に至るには後

者のルートを経由するのが容易である。一方、闘鶏山古墳が最も立派に見えるのは、 2段築成

の前方部と3段築成の後円部がひとつの視角で見ることができる東及び東南方向からであろ

う。こう考えると、闘鶏山古墳における東及び東南方向は最も重要な方角であり、いわば古墳

の「正面観」を規定しているとみられる。おそらく、古墳の被葬者にかかわる集落がこの東南

方向に位置し、築造時の資材運搬路や墓道として供されていたのであろう。古墳はその選地を

含めて「正面観」への視線を意識するようにつくられ、整備されてきたと推定できる。

③三島古墳群のなかの闘鶏山古墳

東側の谷を挟んだ丘陵上には、三島の首長墓と位置付けられる岡本山古墳、弁天山古墳が立

地しており、聞鶏山古墳との関係が注目される。三島の首長墓は、市域東方の安満山中腹に築

かれた安満宮山古墳 (3世紀中頃)か らはじまり、岡本山古墳 (3世紀後半 )、 弁天山古墳

(3世紀末～4世紀初頭)、 弁天山Cl号墳 (4世紀後半)へ連なると考えられており、聞鶏山

古墳についてもこれらの首長墓と無関係に存在していたとは考えられない。むしろ、闘鶏山古

墳の「正面観」からすれば、尾根筋は異なるものの、こうした枠組みで理解するべきである。
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すなわち築造時期が 4世紀前半と推定される闘鶏山古墳は、弁天山古墳の次に位置する首長墓

と推測できよう。そうした場合、闘鶏山古墳は、岡本山古墳・弁天山古墳の立地する尾根と異

なり、西方の安威川までみわたす尾根に選地されたことになり、新たな支配地域の拡大ととも

に首長権の伸長が想定される。やがてこの西方の地域一帯に、太田茶臼山古墳 (5世紀中頃)

の造営や、新池埴輪製作遺跡 (5世紀中頃～6世紀中頃)の成立という、国家的な枠組みのプ

ロジェクトが実施されるなど、大和三権と二島の首長との深い結びつきがうかがえるようにな

る。そして、ついには最高位の王権を表徴する大王墓=今城塚古墳 (6世紀前半)が三島平野

の只中に築造されることとなる。

このように淀川北岸の、東は檜尾川、西は安威川に挟まれた地域に展開をみせる三島古墳群

は、古墳時代それぞれの画期において重要な役割を果たしたことが確信されるなかで、このた

び把握できた闘鶏山古墳は、三島古墳群の初期において、西方地域への勢力圏の拡大というそ

の後の発展の基礎となる歴史的位置にあるといえよう。

つ
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部円後

段 計測部位 1ト レンチ 2ト レンチ 3ト レンチ 4ト レンチ

最
　
上
　
部

斜面部標高
″ 水平距離
″ 斜距離
″ 高低差
傾斜角

テラス 幅
″  高低差

83.5-84.4m

>3,7m
>3.8m
>0。9m
12°

83.1-84.4m

>5.8m
>6.Om
>1.3m
12°

(<7.4m)
Om

83.7-84.4m

>3.3m
>3.4m
>0,7m
12°

(<7.4m)

(Om)

未 発 掘

第
　
３
　
段

斜面部標高
″ 水平距離
″ 斜距離
″ 高低差
″ 傾斜角 (上半)

(中位)

(下半)

テラス 幅
″  高低差

80.44-83.5m

7.7m

8.3m

3.06m

21° [19° ]

27° [21° ]

21° [26° ]

1.lm

Om

78.9´-83.Om

9.3m(8.9m)

10.2m(10。lm)

4.lm

115° |

24°

27° [28° ]

1.3m(1.6m)

0.lm(Om)

80.4´-83.7m

8.9m(7.9m)

9,4m(8.5m)

3.3m

114° |

21°

27°

0.7m(1.8m)

Om

80。7m～

36° [32° ]

第
　
２
　
段

斜面部標高
″ 水平距離
″ 斜距離
″ 高低差
″ 傾斜角 (上半)

(下半)

テラス 幅
″  高低差

79.3-80.44m

4.5m

4.6m

l.14m

12° [14° ]

12° [12° ]

0.85m

Om

76.2´-78.6m

4.9m(5.5m)

5.5m(6.2m)

2.4m(2,7m)

26°

26°

1.8m(1.Om)

10.3ml(Om)

～80.4m

>1.Om

Om

79.6-80。 6

4.6m

4.7m

l.Om

ll° [9° ]

17°

1.2m

O.lm

第
　
１
　
段

斜面部標高
″ 水平距離
″ 斜距離
″ 高低差
″ 傾斜角
テラス 幅
″  高低差

78.9´-79.2m

2.2m

2.2m

O.3m

8° [11° ]

1.lm

O.lm

74.7´-76.2m

4.5m

4.8m

l.5m

17° [18° ]

未 発 掘

部円後

段 計測部位 5ト レンチ 6ト レンチ 7ト レンチ

第
　
２
　
段

斜面部標高
″ 水平距離
″ 斜距離
″ 高低差
″ 傾斜角 (上半)

(中位)

(下半)

テラス 幅
″  高低差

77.4´-79.5m

>6.2m
>6.5m
>2.lm
16°

26° [25° ]

(<9.8m)

(Om)

77.45-78.9m

>2.3m(>3.9m)
>2.6m(>4.4m)
>1.45m(>2.lm)

19° |

27° [32° ]

77.35-79,5m

>7.2m(>6.9m)
>7.6m(>7.4m)
>2.15m

17° |

17°

34° [39° ]

―  (<9.8m)

― (Om)

第
　
１
　
段

斜面部標高
″ 水平距離
″ 斜距離
″ 高低差
″ 傾斜角 (上半)

(下半)
ス 幅
高低差

76.1-77.4m

3.lm

3.3m

l.3m

27°

16°

1.8m

Om

75.82´-77.3m

3.Om

3.3m

l.48m

25° [32° ]

25° [32° ]

1.5m

O.15m

――～77.35m

l.4m

Om

墳丘計測値一覧表
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Ⅶ国





図

版

１

a.空から見た闘鶏山古墳 (南東側から)

b.調査前の関鶏山古墳 (南東側から)





図

版

３

a。 第 1主体 竪穴式石室天丼石検出状況 (南側から)

b`第 1主体 竪穴式石室被覆粘土検出状況及び保護粘土養生状況 (西側から)



図

版

４

第 1主体 竪穴式石室内部の状況 (奥が南 )



図

版

５

a.第 2主体 竪穴式石室被覆粘土及び天丼石検出状況 (南側から)

b。 第 2主体 竪穴式石室内木棺小口部確認状況 (上が北 )



図

版

６

a.第 1主体 竪穴式石室内のファイバースコープ画像 (奈良文化財研究所提供 )
北側から南側を見る。断面U字形の棺床上に、手前に銅鏡 2枚、その奥にもう1枚の銅鏡と頭蓋骨が見える (左)。

板石を積み上げた壁面は持ち送りが強く、内傾している (右)。

b.第 2主体 竪穴式石室内のファイバースコープ画像 (奈良文化財研究所提供)
南側から北側を見る。天丼の板石、直立する壁面、断面U字形の棺床が観察できる (左 )。

棺床上には木棺が遺存しており、その他の副葬品らしきものも確認できる (右 )。



図

版

７

1ト レンチ 全景 (北側から)

第 3段葺石検出状況 (北側から)



摯
図

版

８

４韓姿挙転確
掏輻溶望■Ｆ盛

a。 2ト レンチ 全景 (東恨‖から)

■ 孵ヽ導筆
―
警響黎鐘 I

盛ヽ生驚魂
，

オ
生
ｉ

求 |

b 2ト レンチ 第 2段テラス断ち割り状況 (南東側から)



図

版

９

a,3ト レンチ 全景 (西側から) b.3ト レンチ 第 2段テラス土器出土状況 (北側から)

c.3ト レンチ 第 3段斜面断ち割り状況 (南西側から)



図

版
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a.4ト レンチ 全景 (北西側から)

b.4ト レンチ 第 3段葺石検出状況 (北西側から)
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a.5ト レンチ 全景 (東側から)

b.6ト レンチ 全景 (南側から)
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a.7ト レンチ 前方部平坦面断ち割り状況 (北西側から)
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a.8ト レンチ 土壇状遺構全景 (南狽Jか ら)

,

b. 8ト レンチ 土壊状遺構検出状況 (西狽1か ら)
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a.地中レーダー探査 後円部 (奈良文化財研究所提供)

断面 (西から6m)

b.地中レーダー探査 前方部
(奈良文化財研究所提供 )

c.地中レーダー探査 土壇状遺構
(奈良文化財研究所提供 )
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闘鶏山古墳 古墳 古墳時代前期
前方後円墳 1基

竪穴式石室 2基

土師器壷片

銅鏡 石製品

特 記 事 項

標高84mの尾根上に占地する全長86.4mの前方後円墳。葺石を伴うが埴輪は未検出。後円部
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葬品、第 2主体から木棺の一部を確認。墳丘及び周辺丘陵地形の保存状態はきわめて良好。
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